
1 出力共通項目
an 398 M

メールサブジェクトには以下の項目を出力
・ＡＷＢ番号　２０桁

2 処理結果コード
an 75 M

処理結果コード システムで判定された処理結果コードを出力

3 ＡＷＢ番号
an 20 C

項番4以降は正常終了の場合のみ、出力
4 指定情報

an 4 C

5 空港コード
an 3 C

ＩＡＴＡ空港コー
ド

6 保税蔵置場
an 5 C

保税地域コード

7 種別

an 3 C

手作業移行、差止貨物、全量が搭載（搬出）または許可（搬
出はシステム外）されている場合に出力
ＭＡＮ：手作業移行
ＳＴＰ：差止貨物
ＥＮＤ：全量搭載（搬出）完了済
ＣＬＲ：全量許可済
ＳＳＰ：訂正承認保留表示

8 貨物識別

an 4 M

ＡＷＢ：ＡＷＢ
ＨＡＷＢ：ＨＡＷＢ
ＭＡＷＢ：ＭＡＷＢ
ＮＯＮＬ：未ラベル貨物

9 積込港
an 3 C

ＩＡＴＡ空港コー
ド

10 仕向地

an 3 C

ＩＡＴＡ空港コー
ド
及び
ＩＡＴＡ都市コー
ド

11 ＭＡＷＢ仕向地

an 3 C

ＩＡＴＡ空港コー
ド
及び
ＩＡＴＡ都市コー
ド

12 特殊貨物記号
an 3 C

ＳＰＣ（特殊貨
物）コード

13 貨物種別

an 5 M

貨物種別を以下の形式で出力する。
ＸＸＸＸＸ
①②③④⑤
（１）一般輸出貨物の場合は①に「Ｎ」を出力
（２）積戻し貨物の場合は②に「Ｒ」を出力
（３）仮陸揚貨物の場合は③に「Ｋ」を出力
（４）社用品貨物の場合は④に「Ｃ」を出力
（５）システム外許可済貨物の場合は⑤に「Ｔ」を出力

14 輸入からの移送表示
an 1 C

Ｉ：輸入からの移送貨物

15 総個数
an 6 C

（１）＊：総個数未定
（２）右詰で出力

16 総重量
n 8 C

貨物情報ＤＢに登録されている総重量を以下の形式で出力
ＺＺＺＺＺ９．９

17 重量単位
an 3 C

ＫＧＭ：キログラム

18 品名
an 21 C

19
40

項番
an 2 C

ＵＬＤ積付情報の項番をシステムで付与し出力

20
*

ＵＬＤ番号
an 14 M

21
*

積付個数
n 6 C

22

*

積付重量

n 8 C

輸出貨物情報ＤＢに登録されている積付重量を以下の形式で
出力
ＺＺＺＺＺ９．９

23
*

積付作業者
an 5 C

利用者コード システム外からの搬入時に積付情報を登録した場合は、登録
されている航空貨物代理店を出力

出力情報名(出力情報コード)

項番 欄

輸出貨物情報照会情報（ＵＬＤ積付情報）（ＡＡＴ１４２）

コード
繰
2

出力条件/形式項目名
属
性

条件
繰
1

桁

2549-34-1



出力情報名(出力情報コード)

項番 欄

輸出貨物情報照会情報（ＵＬＤ積付情報）（ＡＡＴ１４２）

コード
繰
2

出力条件/形式項目名
属
性

条件
繰
1

桁

24
*

積付結果確認年月日
n 8 C

保税蔵置場が、積付結果登録の確認入力を行った場合は、確
認年月日を出力

25
*

蔵置保税蔵置場
an 5 M

保税地域コード （１）ＵＬＤが蔵置されている保税蔵置場を出力
（２）未搬入の場合は、搬入先予定保税蔵置場を出力

26
*

未搭載表示
an 1 C

＊：未搭載

27
*

搭載完了表示
an 1 C

ＣＬＡ業務等が行われている場合は、「＊」を出力

28

*

便名１

an 6 C

搭載便名１（便名部）を出力

29

*

便名２

an 5 C

搭載便名２（日付部）を出力
ＤＤＭＭＭ

30
*

搭載便割当済積込港
an 3 C

ＩＡＴＡ空港コー
ド

ＵＬＤに搭載便名が割当てられている場合に出力

2549-34-2


